
就業体験（インターンシップ）について 

 

原則として２年生全員が３日間，生徒一人一人が希望する実

際の職場で「就業体験（インターンシップ）」に取り組んでお

ります。この体験は進路指導の諸活動における「啓発的経験」

にあたるものであり，将来の進路選択及びキャリアデザインに

役立てるとともに，人としての在り方・生き方を考えさせるこ

となどの目標を持って実施おります。 

本校は，２年生で週１時間「キャリア教育の時間（総合的な

学習の時間（総合的な探求の時間））」を通した事前指導・事

後指導に力を入れており，ていねいで充実した教育が行われて

おります。 

 

 就業体験先については，生徒の希望や思いを十分踏まえなが

らも，本校が長年お世話になっている事業所も考慮しながら，

将来の職業生活や社会生活にも役立つことができるような選

定（接客も体験できる販売やサービス等）をしてきました。 

 

就業体験は，社会人として生きるための自覚を高めることや，

職業人として一人前のプロとして生きる覚悟を持つためなど

の機会として貴重な機会となっております。 

 

 

①すべての事業所へ教員が事前訪問をきちんと行うことにより，

学校の誠意を伝えることができ，事前の情報を共有が図られま

した。特に，集合時間・持ち物・注意事項等の内容の聞き違い

が生じることのないよう，十分に気をつけながら進めておりま

す。 

 

②事業所の選定は，かなり早く決定させていただき，余裕を持

って準備を進めております。 

 

③ビジネスマナーについて，秘書サービス接遇関係の専門家よ

り実技も含めた事前指導を行っております。 

 

④体験後は全員が，作文「就業体験実習を終えて」を書きます。

そして，お礼状と作文を添えて各事業所様へご送付いたしてお

ります。生徒が実際に学んだ生の声を事業所様へお伝えするこ

とができました。 

 

 

 

 

 

 

くわしい内容は，次のページ以降をご覧下さい 

 

 

 

 

 

 



 

 



 



 

 

就業体験実施フローチャート   進路指導部 
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４月 就業体験オリエンテーション 

→ ５月   希望票締め切り 

→ ６月まで 希望の調整 

 

各事業先に受入の確認を行う 

 

各事業先から受入に関する回答

を頂く（最大受入可能人数等も確認） 

７月以降 

回答を元に就業体験先を決定し，

生徒の意識を高める。 

教員が事業先にお伺いし，打ち合

せを行う（原則として新規の事業

所先は必ず現地に出向き行う）。 

 

受け入れを断られた先に近い事

業所探し，開拓する。 

 

就業体験に関わる，打合せを電話

等で継続して行う（教員）。 

１１月上旬 ３日間 

就 業 体 験 実施 

就業体験終了後 

お礼状の作成を迅速に行う。 

振り返りをさせる。 



 


